
［歴史的風致形成建造物］ 
指 定 番 号  第 13 号 

指 定 名 称  彦根城表御殿能舞台 

指定年月日 平成 30 年（2018 年）10 月 1 日 

位   置 

彦根市金亀町 
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外観の特徴等 

種別：能舞台（市指定文化財） 

時代：江戸時代 

彦根藩の能舞台として最盛期に３箇所存在したうち、唯一現存す

る能舞台です。 

表御殿の表向きの能舞台は、明治 11 年（1878 年）に表御殿

の解体に伴ない古沢町にある井伊神社に移築され、その後も幾度

か場所を変え移築されたのち、昭和 62 年（1987 年）に彦根

城博物館を建設するに際して、元の位置に移築復原された建造物

です。移築を繰り返しながらも守り継がれ、さまざまな場所で能

が演じられ、現在においても、この能舞台で能や狂言の伝統芸能

が継承されています。 

 

※彦根城博物館（有料）で公開されています。 


